
長期研修員  関 喜史 

 
★自分に自信がない。 
★対人関係に不安がある。 
★折り合いを付けた話合い活動がうまくできない。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
【県下小学校学級担任抽出４００名  
              平成24年７月アンケート調査実施】 

主題設定の理由 

集団決定の仕方に
課題を感じている。 
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はばたく群馬の指導プラン 

学級活動(1)において、「集団決定の仕方」と「事後の活
動」の工夫を繰り返し積み重ねていくことで、互いを認め
合い、よりよい人間関係を築こうとする態度を育成する。 

特別活動の基本方針と

して生活を改善する話

合い活動を重視する。 

安易に多数決で決定せ

ず、折り合いを付けて修

正案を生み出す集団決

定の仕方を推奨する。 

「なっとくシート」を活用した話合いの
場を設定すれば、折り合いを付け集団決
定することができる。 

「おうえんカード」を活用した交流の場
を設定すれば、所属感を深め、協力して
実践することができる。 

「なっとくのバロメーター」を活用した振り返りの場を
設定すれば、充実感を味わい、次の活動への意欲をもつ
ことができる。 

事後の活動 

事後の活動 
集団決定 
の仕方 



目指す児童像

話合いの場 

 
 意見の中間を考える「なかよしのわざ」、意見をつな
げる「つなげるのわざ」、意見のどれかを選ぶ 
「どれかのわざ」、意見を比べる「くらべる 
のわざ」の四つの視点を示したシートです。 

「くらべるのわざ」
を使って、「５年２
組みんなのよいとこ
ろカルタの方がクラ
スのよいところも一
人一人のよいところ
もある」という意見
に納得だな。 

「どれかのわざ」
を使って、「５年
２組のよいところ
カルタ」がいいと
思う。理由は「絆
が深まり、みん 
なが楽しめるか
ら」です。 

交流の場 

さん 

 

あなたの 

みんながおうえんし
てるよ！！ 

 
    

     
   
 
        
 
 
 
    話合いを受けて実践前や実践中     
    に友達への励ましやアドバイス  
    を記入するカードです。      
このカードは、記入後、友達と交換し合い
ワークシートに貼付していきます。 

 友達に「たくさんとって
ね」ってカードを渡したら、
「楽しくカルタができると
いいね」ってはげまされた
よ。仲間っていいな。 

友達に「楽しくカルタで
遊んでたくさんとろう
ね」ってカードを渡した
ら、「Ａ君カルタが得意
だから、きっとたくさん
とれるよ」って応援して
もらいうれしかったな。
みんなのために頑張ろう。 

 
 
    

     
   
 
 
   「なっとくのバロメータ  
   ー」は、活動を振り返り 
   自分の意欲の高さを考え
て記入するグラフです。活動当
初の意欲を基準として意欲が上
がった時は右、意欲が下がった
時は左へ動くように設定してあ
ります。なお、意欲のレベルは、
プラスとマイナスのそれぞれを
３段階としました。 

話合いで我慢することもあったけれど
意見をまとめることができたな。意欲
のレベル＋３でいいな。 

友達から自分のよいところを応援
してもらえたよ。頑張らなくちゃ。
意欲のレベル＋３だな。 

話合いで我慢することもあった。だ
けど応援してもらえた。活動も楽し
かったので意欲のレベル＋３だな。 

話合いは不安だったな。でも、みん
なが「頑張れ」って励ましてくれた。
もっと遊びたかったので意欲のレベ
ル＋２だな。また、やりたいな。 

振り返りの場 

折り合いを付け、 
集団決定する 

充実感を味わい、 
次の活動への意欲をもつ 

所属感を深め、 
協力して実践する 

集団決定（話合いの場）、
事後の活動（交流の場）、
事後の活動（振り返りの
場）を繰り返すことで、
互いを認め合い、よりよ
い人間関係を築こうとす
る態度を育成することが
できます。 

「なっとくシート」を活用し、
意見をまとめた具体例 

研究の概要 



成果 課題 

２年生調査結果 ５年生調査結果 

 
 
 「なっとくのバロメーター」により、その時々の自己を振り返ったり、意欲の変化を振り返ったりす
ることで、話合いで意見をまとめたことのよさや協力して実践した楽しさを実感することができ、また
やりたいという気持ちをもてました。このことから、「なっとくのバロメーター」を活用した振り返り
の場を設定することは、折り合いを付けたことや協力して実践したことに対する充実感を味わい、次 
の活動への意欲をもつために有効であると考えます。 

手だて①「なっとくシート」【集団決定の仕方】 

実践：第５学年「みんなで作ったカルタで楽しく遊ぼう」 

 
 
 

 「なっとくシート」のわざを使い、まず、自分の考えと友達の考えを比べました。それから、納得でき
る意見を選んだり、それぞれの意見をつなげたり、みんなの意見を基にして新しい意見を考えたりするこ
とで、折り合いを付け集団決定することができました。このことから、「なっとくシート」を活用した 
話合いの場を設定することは、折り合いを付け集団決定するために有効であると考えます。 

 
 
 「おうえんカード」により、友達と励ましやアドバイスの言葉を交換し合うことで、友達や自分のよさ
に気付くことができました。自分のよさが認められ、クラスの中での居心地のよさを感じることができる
とともに、前向きな気持ちをもって実践に取り組めました。このことから、「おうえんカード」を活用 
した交流の場を設定することは、所属感を深め、協力して実践するために有効であると考えます。 

 
 
第２学年：学級の雰囲気がとてもよいと思う児童は、２２％増加しました。 
第５学年：全ての児童が学級の雰囲気がよいと思うようになりました。学級の雰囲気が   
     悪いと思う児童は、いなくなりました。 

 

問い合わせ先    群馬県総合教育センター 
          担当係：幼児教育センター   0270-26-9221（直通） 

手だて②「おうえんカード」【事後の活動】 

手だて③「なっとくのバロメーター」【事後の活動】 

研究のまとめ 

 折り合いを付け集団決定するための「集団決定
の仕方」と、所属感を深め協力して実践したり、
充実感を味わい次の活動への意欲をもったりする
ための「事後の活動」の工夫をしたことは、より
よい人間関係を築く態度を育成するために有効で
あった。 

 学級活動における「なっとくシート」は、意見の
折り合いを付けたり、他者と話し合い意見をまとめ
たりすることに有効であったので、さらに、各教科
等の話合い活動でも活用できることを明らかにした
い。 


